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コミュニティファンドによる
寄付文化の醸成

渡辺しんじ（公明党）

問　「ふるさと納税」による流出額が年々、増加をしている。
返礼品競争に参加しない来街促進などの「体験型」から、
地元企業に協力してもらう「産業振興型」に方針転換をし
ないのか伺う。
答　このまま流出額が増加するのであれば、新たな取組み
は必要。まずは実態を市民に伝えていく。
問　寄付文化が根付かない日本において、自然災害などの
有事では多くの方が積極的に寄付をする傾向がある。寄
付文化を醸成するうえで、目的、使途が明確なことが重要
と考えるがいかがか。
答　実績としても事業指定の寄附が多い。メニューの見直
しを考えていきたい。
問　市民活動団体が公開プレゼ
ンテーションを行い、市民から
寄付を募る「コミュニティファ
ンド」がある。多摩市で取組ん
でもらいたいがいかがか。
答　「ふるさと愛」「シビックプラ
イド」に繋がる様々なアイディ
アを出し合い、検討をしていく。

第3回定例会では、24名の議員が質問を行い
ました。質問は、インターネット上で録画を
ご覧いただけます。

で検索してください。

発言の全文を記載した会議録は12月上旬以
降、市内の各図書館や多摩市議会のウェブサ
イトでご覧いただけます。
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多摩市議会会議録
検索システム

1.教育環境の整備について
2.体育施設について

斎藤せいや(壮士の会)

問　地域未来塾の課題は継続的な人材の確保だと考えるが
どのような対策を取っているのか伺う。
答　安定した人材確保は重要と考えている。連携大学の大
学生紹介や公益財団法人東京学校支援機構を活用するほ
か、活動の広報を進めて人材確保に努めている。
問　ICT機器・周辺機器の更新についての市の方向性を
伺う。
答　５年を目途に更新していく。その際には機能性・利便
性も考慮していく。
問　屋内外の体育施設の稼働状況について伺う。
答　新型コロナウイルスの影響で利用者は減っているが、
令和３年度は平成30年度の７割である延べ70万人が利
用している。
問　総合体育館のスポー
ツホールへの空調設置
が必須だと思うが、市の
見解を伺う。
答　災害対応の観点から
も考えなければいけな
い。指摘をしっかりと
受け止めて考えていく。

新たな時代の公共サービスのあり方に
ついて

あらたに隆見（公明党）

問　保育園入所申請のオンライン化について、現在の申請
書の書式には少々課題があるが、今後の導入予定を伺う。
答　試行で入所申請をオンラインで行っているが、フォー
マットを改善して令和５年度から本格実施をする。
問　ゲートボール団体の公園利用申請、ひとり親の方の児
童扶養手当等、諸々の手続きを市役所以外の駅前公共施
設で行うことはできないのか伺う。
答　福祉総合システムの接続など課題もあるが、可能かど
うかを含め寄り添う対応として検証していく。
問　DX（デジタルトランスフォーメーション）の推進体制
として、100種類あるシステムの統合最適化や、行政改革
のDX・市民サービスの向上を担うくらしのDXなど、外
部の専門的知見も取り入れ、サービスをデザインする責
任部門や人材の配置が必
要と考えるがいかがか。
答　職員のICTスキルの向
上を図り、全庁挙げて市民
サービスの向上につなが
る業務の最適化をめざし、
適宜、見直しを行っていき
たい。


